
第
五
節

一
一
一
新
法
に
よ
る

県
会
の
開
設

郡
部
の
自
由
民
権
運
動
と
明
治
十
七
年
の
地
方
制
度
改
正

県
会
の
設
置
と
自
治
権
拡
大
要
求

こ
れ
ま
で
一
一
一
新
法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
郎
お
よ
び
町
村
レ
ベ
ル
で
の
運
営
組
織
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、

議
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
最
初
に
国
家
の
法
に
よ
っ
て
開
催
方
式
が
定
め
ら
れ
た
議
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
議

府
県
レ
ベ
ル
で
は
新
た
に
府
県
会
が
設
註
さ
れ
た
。
府
県
会
は
府
県
限
り
で
の
事
業
の
経
費
（
地
方
税
）
を

会
が
障
会
に
先
だ
っ
て
形
作
ら
れ
た
の
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
廃
藩
置
県
以
降
と
く
に
地
組
改
正
を
経
て
、
府
県

や
町
村
の
内
に
租
税
協
議
機
思
想
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
と
く
に
兵
庫
県
の
場
合
、
一
一
…
新
法
制
定
以
前
に
県
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
さ
き
が
け
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

し
か
し
府
県
会
は
板
め
て
制
限
の
多
い
議
会
で
あ
っ
た
。
県
令
は
議
案
の
提
出
権
を
独
占
し
て
い
た
。
ま
た
府
県
会
が
独
自

に
条
例
を
つ
く
る
権
限
は
な
く
、
府
県
や
政
府
に
建
議
し
う
る
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
予
算
の
支
出
・
徴
収
に
つ
い
て
も
審
議
す

る
だ
け
で
具
体
的
な
施
行
方
法
を
き
め
る
権
眼
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
府
県
会
の
決
定
を
県
令
が
不
当
と
し
た
時
に
は
、
内
務

卿
の
許
可
が
あ
れ
ば
こ
の
決
定
を
否
定
し
、
県
令
の
提
示
し
た
原
案
を
そ
の
ま
ま
執
行
す
る
権
限
が
県
令
に
認
め
ら
れ
て
い
た
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郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正第五節

市域関係各都におけるj祭会議長選挙権者および被選挙権者

入部郡 芸道原郡 有馬郡 明石郡 美護者日
:ti::次
被選選挙 被選選挙 被選 選挙 被選 選挙 被選 選挙

明治12 548 1, 138 630 1, 689 1,823 2,925 2, 757 3,973 1 953 2,994 

13 647 1, 011 583 1,060 1,974 2,912 2,828 4 130 1, 974 3, 016 

14 634 849 668 1,060 1, 929 2, 873 2,820 4,013 2, 116 2, 191 

16 610 1, 013 I 621 6so 1,986 2,802 2,912 4,201 1, 849 2, 117 
17 678 1, 058 531 1, 130 1, 902 2, 831 2, 765 3, 878 1,867 3,224 

18 675 1,052 595 920 1, 740 2,621 2,626 3,819 1, 703 2,665 

19 670 928 594 890 1, 727 2, 301 2,404 3, 545 1, 136 2, 707 

20 626 687 607 951 1, 721 2, 928 1,026 1, 547 1, 504 2,435 

表 SS

Ct主） 明石郡明治14年の選挙人数は，資料上では 5,013人となっているが前後の関係から訂正をくわえた。

の
で
あ
る
。

府
県
会
議
員
は
、
郡
を
選
挙
区
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
市
域
に
関
係
す
る

府
県
会
議
員
の
選
挙
誌
も
基
本
的
に
は
こ
れ
に
そ
う
も
の
で
あ
り
、

菟
原
・
有
馬
・
明
石
・

T

、、
f
巾
・

5
ノ
J
玄
日

各
郡
と
も
最
初
は
定
員
二
人
、
明
石
郡
に
つ

い
て
は
明
治
一
一
十

年
の
定
数
改
正
で
定
員
一
一
一
人
と
な
っ
た
。

次
に
府
県
会
議
員
の
選
挙
資
格
を
見
て
み
よ
う
。
被
選
挙
権
者
は
、
県
内

に
本
籍
を
も
ち
、
満
一
一
一
年
以
上
賠
住
し
、
地
租
一

O
円
以
上
を
お
さ
め
る
こ

五
歳
以
上
の
男
子
、
選
挙
権
者
は
郡
内
で
地
租
五
円
以
上
を
お
さ
め
る

歳
以
上
の
男
子
と
さ
れ
て
い
た
（
表
日
）
。
市
域
関
係
各
都
で
の
人
口
当
た
り

八
部
郡
・
菟
原
郡
の
よ
う
に
人

の
そ
の
比
率
は
表
向
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

明治12年度県会議員選挙

権者の人口当たり比率

君5 選挙人 被選挙人

。／。，， % 
入部郡 7.2 3.4 

Z塩原郡 5. 0 1. 9 

有馬君［I 9.0 5.6 

明石若II 6.8 4. 7 

美繋君E 9. 7 6.3 

表 S6

q密
集
地
を
か
か
え
る
地
域
は
、
有

資料：明治12年 F兵路j思統計概吉弘

馬
郡
・
愛
護
郡
の
よ
う
な
農
村
部
に

く
ら
べ
て
、
人
口
あ
た
り
の
選
挙
権

者
の
割
合
が
低
か
っ
た
。

ち
な
み
に

兵
庫
県
全
体
で
は
、
選
挙
権
者
は
、

ニ
O
歳
以
上
人
口
の
一

0
・五ゲ声、

被
選
挙
権
者
は
わ
ず
か
五
・
四
%
に

近代・現代歴史綴N
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（明治10年代）

名 日IJ 住 所 議員期間（年・月） j祭会内役職

天宅j蕊コ信衛門 八部郡東尻池村 12. 3～18. 7 
武井伊右衛門 八部都板宿村 14. 3～16.2 郡部会常俊委員

吉田 #1之介 菟原郡住吉村 13. 12～25.2 郡部会常資委員

滝本甚右衛門 菟原君臨？合村 16. 7～22.4 
問中 主主児 有馬郡有野村 12. 3～13.3 16.2～18.4 郡部会')jl;i資委員
福井器官 有馬郡川i徐村 13. 12～17. 5 
有井甚台 有馬君~宅原村 18. 4～21. 3 
小南清三郎 有馬郡上津谷村 18. 4～25.2 
海妥京次郎 明石郡黒田村 13. 11～17. 5 
主主回 寛救 明石郡大蔵谷村 14. 3～17.8 
石間寅之助 美護部渡瀬村 12. 3～23. 7 県会議長

前回熊市 美護者5野瀬村 13. 11～17.5 19.1～21. 1 

市j或関係郡部選出j県会議員中の改進党入党者表 57

資料： r兵部集会史a第一綴，「立慾改進党の地方分布」（東京大学r社会科学研究.9巻4号）

す
ぎ
ず
、
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

市
城
関
係
各
部
の
県
会
議
員
は
、
巻
末
の
付
表
の
よ
う
に
選
出
さ

れ
た
。
付
表
4
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
十
二
年
の
最
初
の
選

挙
で
選
ば
れ
た
議
員
は
、

て
一
一
年
程
度
の
任
期
の
短
い
も
の
が
多

い
が
、
や
が
て
特
定
の
人
間
が
託
期
を
継
続
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
く
。

市
城
に
お
け
る
明
治
十
年
代
の
削
除
会
議
員
は
、
表
引
の
よ
う
に
改

進
党
に
加
盟
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
明
治
十
六
年
末
に
は
、
市
域

関
係
各
都
に
つ
い
て
は
、

八
部
郡
選
出
の
村
田
平
左
衛
門
以
外
す
ベ

て
を
改
進
党
員
で
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

理
由
は
、
兵
庫
県
会
が
進
め
て
い
た
地
方
自
治
拡
大
を
求
め
る
運
動

と
関
係
し
て
い
た
。

開
催
さ
れ
た
県
会
で
議
員
連
は
地
方
自
治
の

時
間
会
に
お
け
る
地

方
自
治
拡
大
要
求

拡
大
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

明
治
十
二
年
六
月
‘
一
十
九
日
、
第
一
回
の
兵
庫
県
会
は
郡
匹
会
の
開

設
と
郡
区
に
関
連
す
る
地
方
税
支
出
経
費
の
郡
区
会
へ
の
移
管
お
よ

び
戸
長
と
そ
の
事
務
費
の
町
村
会
へ
の
移
管
を
求
め
る
建
議
を
内
務
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胸
仰
に
提
出
し
た
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
、
地
方
自
治
の
精
神
に
基
づ
く
な
ら
、
県
・
郡
区
・
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る
事
業

と
そ
の
経
費
負
担
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
議
会
で
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
一
一
一
新
法
以
前
の
大
区
小
区
制
の
時
期
に

は
そ
の
よ
う
な
地
域
運
営
の
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
十
一
一
一
年
の
県
会
は
、
郡
部
と
区
部
（
神
戸
区
）
の
社
会
の
状
況
が
著
し
く
異
な
る
こ
と
を
理
由
に
、
県
会
を
全
体
会
と
灰
一

部
会
・
郡
部
会
に
分
離
せ
よ
と
い
う
建
議
と
、
郡
一
口
択
を
住
民
の
公
選
に
せ
よ
と
の
建
議
が
あ
ら
た
に
出
さ
れ
た
。
郡
長
公
選
の

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正

建
議
は
、
美
嚢
郡
選
出
の
石
田
貫
之
助
（
賠
住
は
渡
瀬
村
で
市
域
外
）
に
よ
っ
て
、
出
席
四
七
人
の
議
員
中
一
一
二
人
の
賛
成
を
得
て

提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か

か

も

と

こ
の
郡
長
公
選
建
議
は
、
三
日
株
会
は
）
地
方
税
ニ
懸
ル
費
目
及
卒
業
ハ
元
公
共
ノ
資
金
ヲ
以
テ
公
共
ノ
事
業
－
一
周
ユ
ル
ガ
故

そ

の

み

も

つ

な

ぺ

つ

と

め

一
一
、
其
事
業
ヲ
興
廃
ス
ル
モ
威
ナ
人
民
ノ
与
カ
ツ
テ
以
テ
為
ス
可
キ
ノ
務
タ
リ
し
と
、
地
方
税
は
住
民
の
公
共
の
費
用
で
あ
り
、

こ
の
経
費
を
使
う
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
徴
収
か
ら
執
行
ま
で
住
民
が
責
任
を
負
う
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
。
そ
し
て
地
方

税
支
出
の
郡
医
長
給
料
も
住
民
の
公
共
費
用
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
選
任
は
住
民
の
公
選
に
よ
る
べ
き
で
あ

る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
県
会
は
、
地
方
税
に
つ
い
て
の
審
議
機
の
み
を
与
え
る
と
い
う
政
府
の
方
針
を
乗
り
越
え
て
、
地
方

自
治
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

県
会
で
、
地
域
社
会
の
運
営
を
地
方
自
治
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
構
想
が
生
ま
れ
て
く
る
前
提
条
件
と

交
謁
社
・
改
進
党

系
の
政
治
運
動

し
て
は
第
一
一
一
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
七
・
八
年
以
来
、
秘
税
協
議
権
思
想
が
浸
透
し
は
じ
め
て

第五節

お
り
、
さ
ら
に
こ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
人
々
を
組
織
し
よ
う
と
す
る
集
団
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し

て
こ
の
動
向
は
、
明
治
十
年
代
に
入
っ
て
い
っ
そ
う
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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明治14年関西府県会議員懇親会兵庫県参加者

。fl］域関係郡区
神間兵ti衛門（神戸区） 島チLAf案友総門（神戸IZ:) 川西洋f兵衛（事ft戸区） 小寺泰次郎
（神戸区） 武弁伊右衛門（入部郡） 吉田む之介（菟E支部） 愛国究我（明石郡）
前回熊－mc美護郡） 石間質：之助（美護者日）
。それ以外

乾忠右衛門(JJI辺郡）船津吉太郎（印南郡）高瀬d長次郎（加東郡）内藤利八（神束郡）

三輸啓造（揖西郡） ミ字国左次平（赤穂郡） 阿曽義近（宍粟郡） 森JII純一（津名郡）

~野方自［l(三原郡） 藤井一郎（三原郡） 安倍誠五郎（三原郡）

表 58

先
の
建
議
の
提
出
者
で
あ
っ
た
石
田
ら
は
、
近
県
の
県
会
議
員
た
ち
と
府
県
を
越

え
て
交
流
し
始
め
て
い
た
。
明
治
十
四
年
一
一
月
一
日
・
一
一
日
に
大
阪
の
府
会
議
事
堂

で
行
わ
れ
た
関
西
（
大
阪
・
堺
・
兵
隊
・
京
都
・
滋
賀
・
三
重
）
の
府
県
会
議
員
の
懇
親
会

を
皮
切
り
に
、
何
年
十
一
月
五
日
に
は
、
開
閉
府
県
会
議
員
懇
親
会
の
名
前
で
、
静

岡
以
西
二
二
県
か
ら
九

人
の
参
加
を
え
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
集
会
に

兵
膝
県
は
こ

O
人
と
い
う
全
参
加
者
中
最
多
の
議
員
を
送
っ
た
。
兵
庫
県
か
ら
の
参

加
者
は
表
犯
の
よ
う
で
あ
り
、

の
ち
に
改
進
党
に
結
集
し
て
い
く
人
々
を
中
心
に
、

入
部
郡
の
武
井
伊
右
衛
門
な
ど
の
神
田
県
政
以
来
の
グ
ル
ー
プ
や
神
戸
区
部
の
県
会

議
員
な
ど
が
、
す
で
に
ゆ
る
や
か
な
政
治
的
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
た
。

こ
の
組
織
化
に
あ
た
っ
て
は
、
福
沢
諭
吉
を
中
心
と
す
る
知
識
人
グ
ル
ー
プ
が

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
開
港
場
を
抱
え
る
兵
庫
県
は
、
そ
の
事
務
処
理
の
た

め
県
の
官
僚
に
梅
沢
の
慶
応
義
識
で
洋
学
を
修
め
た
人
物
を
一
極
一
周
し
て
い
っ
た
。
森

資料：「武井報主主会文殻J

同
権
令
は
、
赴
任
後
の
明
治
十
年
に
臨
応
出
身
の
県
勧
業
課
長
牛
場
卒
蔵
に
命
じ
て

商
業
講
習
所
を
設
置
さ
せ
た
。
牛
場
は
、
慶
応
義
紘
一
と
教
師
の
派
遣
を
契
約
し
、
間

年
十
一
月
義
塾
か
ら
甲
斐
織
衛
ら
一
一
一
人
の
教
師
が
派
遣
さ
れ
た
（
校
長
は
明
治
十
三
年

七
月
俊
応
出
身
の
箕
浦
勝
人
に
交
替
）
。
ま
た
牛
場
の
後
任
と
な
っ
た
本
山
彦
一
学
務
課

長
兼
勧
業
課
長
も
義
塾
出
身
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
師
範
学
校
の
校
長
で
あ
る
津
間
純
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一
も
慶
応
出
身
者
で
あ
っ
た
。

か
れ
ら
は
、
慶
応
出
身
者
を
中
心
と
す
る
知
的
な
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
交
拘
社
に
、
兵
庫
県
と
く
に
市
域
を
中
心
と
し
た
地
域

市
域
の
郡
部
で
は
表
的
の
よ
う
に
有
馬
郡
・
美
譲
郡
に
社
員
が
お
り
、
と
く
に

の
人
々
を
組
織
し
て
い
っ
た
日
頁
表
4
）。

誕
郡
の
県
議
で
あ
る
前
回
熊
市
は
、
運
動
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正第互主節

交
詞
社
を
拠
点
と
す
る
致
治
的
な
グ
ル
ー
プ
は
、
懇
親
会
・
演
説
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
地
域
に
く
い
込
ん
で
い
っ
た
。

市域関係、郡部の交詞社長表 59

業

温泉街業

小学校教員

草車所

有馬郡湯山田I

有馬郡有野村

美繋郡野瀬村

美濃部野瀬村

有馬郡湯山l!lJ

住社ー

13±1三

14年6月

14年11月

昨年11月

16年8月

入

福本新三郎

絢1木喜SjZ

前倒寛一

前田熊市

藤弁文蔵

前名

県会議員

小学校教員

間
円
ム
口
ト
i

r
－－
J
h
吋
J
a

一

一
月
に
は
、
…
長
岡
神
社
で
摂
津
国
一
一
区
五
郡
親
健
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
持
ち
悶
り
で
開
附
附
さ
れ
た
よ
う
で
、
明
治
十
四
年
五
月
に
は
伊
丹
で
、
翌
年
一
月
十
一
日

に
は
諏
訪
山
常
磯
楼
で
、

四
月
に
は
平
野
村
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
十
凶
年
ニ
月
十
六

日
に
は
、
神
戸
区
の
常
盤
楼
で
阪
神
懇
親
会
が
開
か
れ
、
官
吏
・
長
商
・
学
者
ら
が
数
十
人

資料：後藤総 r自由民fill•期の交絢主i：名簿J

参
加
し
た
。
刻
石
部
で
は
、
切
治
十
四
年
一
月
一

日
、
県
議
の
官
邸
士
口
十
郎
を
中
心
に
、
交

立
会
が
明
石
域
内
で
間
開
催
さ
れ
た
。

立
人
波
日
報
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
播
磨
に
お
け
る
自

由
民
権
を
唱
え
る
最
初
の
結
社
で
あ
る
と
評
価
し
た
が
、
そ
の
名
称
に
は
交
拘
社
の
影
響
が

う
か
が
え
る
。
台
関
ら
は
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
明
石
定
期
演
説
会
を
月
一
度
開
擢
す
る
こ

と
を
決
め
た
よ
う
で
、
明
治
十
四
年
一
一
一
月
か
ら
そ
の
開
催
を
予
定
し
た
。

郡
を
単
位
と
し
た
地
方
自
治
や
民
権
の
伸
張
を
求
め
る
人
々
の
サ
ー
ク
ル
は
、

入
部
郡
・

有
馬
郡

で
も
幅
広
く
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
神
戸
新
報
』
は
、

mm

入
部
郡
で
第
八
問
自
由
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
同
年
四
月
八
日
、

へコト
1

4
t
↑
 

近代・耳H¥E霊史編N2I工



三
回
で
第
五
間
有
潟
郡
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
同
年
四
月
三
十
日
に
は
有
馬
・
美
嚢
・
加
東
の
一
一
一
部
第
五
回
有
志
懇
親

会
が
、

四
O
人
の
参
加
で
美
麗
郡
稲
田
村
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
継
続
的
な
会
合
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
会
合
で
は
、
具
体
的
な
政
治
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
演
説
が
行
わ
れ
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
同
月
五
日
御
影
村
で
お
こ
な
わ
れ
た
菟
原
郡
の
親
睦
会
で
は
、
神
戸
新
報
社
と
結
び
つ
き
が
深
い
大
坂
新
報
社
の
加

う

な

が

い

ま

藤
政
之
助
が
招
か
れ
「
従
来
、
我
国
民
権
ノ
振
ハ
ズ
、
国
会
ノ
起
ラ
ザ
ル
モ
ノ
、
志
士
ガ
之
ヲ
主
張
シ
、
之
ヲ
促
ス
ノ
未
ダ
及

パ
ザ
ル
ヲ
憂
ヘ
ザ
ル
ニ
出
ル
ト
謂
フ
モ
大
過
ナ
カ
ル
可
シ
L

（
『
大
坂
新
報
』
明
治
十
四
年
十

月
九
日
）
と
述
べ
、
国
会
開
設
民
権

伸
張
の
運
動
へ
の
豪
商
農
の
参
加
を
促
す
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。

ぷ
仰
一
戸
新
報
”
同
（
明
治
十
五
年
三
一
月
二
十
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
有
馬
郡
の
懇
親
会
は
、
神
間
県
政
下
で
区
長
止
な
勤
め
、
民
権
重
視

の
安
勢
を
一
市
し
、
県
会
議
員
と
な
り
、

の
ち
に
改
進
党
へ
入
党
し
て
い
っ
た
問
中
猿
児
ら
に
よ
っ
て
明
治
十
年
に
初
め
て
開
催

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
五
年
五
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
こ
の
懇
親
会
で
は
、

問
中
波
児
ら
に
よ
っ
て
慶
応
義
塾
の
支

校
を
作
る
こ
と
が
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
協
議
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
会
合
に
は
、
兵
庫
県
の
改
進
党
の
中
心
人
物
で
あ
る
安
部

誠
五
郎
や
桐
原
捨
一
一
一
ら
が
出
席
し
て
、
改
進
党
員
の
拡
大
を
お
こ
な
っ
た
。

こ
こ
で
学
校
の
建
設
が
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

か
れ
ら
は
、
学
校
を
子
供
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
全
体
に
新
た
な
思
想
を
浸
透
さ
せ
る
機
関
と
し
て
位
陵
づ
け
て
い
た
。
そ
の
中
心
で
あ
る
神
戸
師
範
学
校
で
は
、
教

自
（
・
生
徒
が
毎
週
土
際
日
に
演
説
会
を
開
催
し
て
い
た
。
こ
の
演
説
会
は
単
に
学
内
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
十
一
一
一

年
十
一
月
二
十
三
日
の
演
説
会
で
は
、
師
範
学
校
生
徒
の
み
で
な
く
、
商
業
講
留
所
の
教
員
、
神
戸
新
報
社
の
社
員
が
弁
士
と

2I2 第一家近代務晩期の神戸



し
て
立
ち
、
一
一

O
O人
を
越
え
る
参
加
者
を
集
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
育
っ
た
学
生
が
各
地
の
小
学
校
へ
教

員
と
し
て
赴
任
す
る
な
か
で
、
運
動
は
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
サ
ー
ク
ル
は
町
村
レ
ベ
ル
で
も
作
ら
れ
た
よ
う
で
、

『
神
戸
新
報
n
h

（
明
治
十
五
年
九
月
二
十
八
日
）
は
、

明
石
郡
印
路
村
で
、
自
治
の
精
神
止
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
す
で
に

の
学
術
演
説
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
政
談

演
説
会
の
開
催
を
計
闘
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
た
。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方首I］度改正

交
一
詞
社
を
中
心
と
し
た
揺
沢
系
知
識
人
は
国
家
お
よ
び
地
方
自
治
に
つ
い
て
地
域
社
会
の
現
実
に
適
合

地
方
自
治
と
国
家

に
つ
い
て
の
構
想

的
な
思
想
を
も
っ
て
い
た
。
交
拘
社
は
知
識
を
交
換
し
て
、
社
会
に
お
け
る
諮
問
題
を
い
か
に
処
理
し

て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
そ
の
目
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
地
方
自
治
や
諸
法
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
起
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
単
な
る
意
見
交
流
機
関
以
上
の
意
味
な
持
つ
結
社
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
一

の
地
方
官
（
府
県
の
長
官
）
会
議
傍
聴

の
た
め
上
京
中
で
あ
っ
た
神
戸
の
交
拘
社
員
で
あ
る
鹿
島
秀
際
ら
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
交
詞
社
は
箕
浦
勝
人
や
津
田
、

屋
純
一
一
一
郎
な
ど
を
弁
士
と
し
た
演
説
会
を
聞
い
た
。
こ
の
演
説
会
で
は
、
福
沢
の
、
欧
米
流
の
住
民
に
よ
る
自
治
の
紹
介
お
よ

び
そ
の
臼
木
へ
の
具
体
的
適
用
が
と
な
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
兵
庫
県
で
の
地
方
自
治
要
求
運
動
の
理
論
的
な
根
拠
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
地
方
自
治
を
要
求
す
る
運
動
は
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
か
ら
国
政
全
体
を
構
想
す
る
動
き
を
つ
く
り
だ
し
た
。
交
拘
社
を

中
心
と
す
る
兵
庫
県
の
県
会
議
員
ら
は
、
明
治
十
四
年
の
照
会
終
了
後
の
六
月
末
、
兵
路
県
憲
法
講
習
会
を
結
成
し
、
「
国
憲
私

第五節

考
」
と
い
う
名
前
の
密
法
草
案
を
つ
く
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
特
権
議
員
を
中
心
と
す
る
左
院
と
公
選
議
員
か
ら
な
る
お
慌
の
ニ
院

制
を
基
礎
と
す
る
交
拘
社
の
イ
ギ
リ
ス
流
の
諮
法
案
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
に
地
方
自
治
の
項
目
を
感
り
込
み
、
県
令

近代.~晃代E笠5色紙N
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を
公
選
と
す
る
条
項
を
つ
け
加
え
て
い
た
。
ま
た
各
府
県
で
府
県
会
議
員
の
中
か
ら
選
挙
人
を

O
人
選
出
し
て
、
そ
こ
か
ら

人
の
左
院
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
な
ど
、
彼
ら
の
進
め
て
き
た
地
方
自
治
の
構
想
を
憲
法
草
案
の
基
調
に
掘
え
た
の
で
あ
っ
た
。

兵
庫
県
L

討
身
も
こ
の
地
方
自
治
構
想
を
行
政
の
な
か
で
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
戸
長
の
配
置
改
正

は
、
県
会
の
意
見
を
反
映
し
て
改
正
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
神
戸
区
の
県
議
や
町
議
な
ど
は
、
府
県
会
を
区
部
と
郡
部
に
わ
け
る

と
い
う
運
動
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
十
凶
年
一
ニ
月
政
府
に
区
部
の
み
に
関
係
す
る
も
の
は
区
部
会
、
郡
部
の
み
に

関
係
す
る
も
の
は
郡
部
会
、
全
体
に
関
係
す
る
も
の
は
全
体
会
で
議
定
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。
ま
た
郡
会
の
開
設
に
つ
い

賛
成
の
意
見
を
提
出
し
た
。

て
は
、
実
現
し
な
い
も
の
の
先
の
地
方
官
会
議
の
際
、
兵
庫
県
の
少
書
記
官
で
あ
っ
た
原
保
太
郎
（
交
詩
社
員
）
自
身
が
そ
れ
に

か
れ
ら
の
運
動
は
、
明
治
十
年
代
の
イ
ン
フ
レ
状
況
と
そ
れ
に
よ
る
組
税
の
実
質
上
の
軽
減
と
い
う
経
済
状
況
に
支
え
ら
れ

の
改
正
が
出
来
た
。
明
治
七
年
に
始
り
て
明
治
十
年
に
終
っ
て
旧
来
の

て
い
た
。
こ
の
時
期
い
か
に
租
税
が
軽
減
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
武
井
伊
右
絡
門
は
回
顧
録
で
「
我
読
の
一
以
一
交
の
勤
中
に
地
租

年
貢
の
五
分
の
一
伎
に
安
く
成
っ
た
じ
ゃ
。
一
平
均
一
若
位
年
賀
を
納
め

た
も
の
が
弐
斗
位
で
済
む
こ
と
に
成
っ
た
か
ら
、
村
山
叩
が
板
宿
の
村
中

が
大
悦
び
で
大
人
気
で
老
人
も
子
供
も
女
も
何
と
な
く
穏
か
L

で
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。
武
井
は
別
の
と
こ
ろ
で
板
宿
村
全
体
で
石
高
で
一
一
一

五
O
石
納
入
し
て
い
た
の
が
、
米
に
換
算
し
て
七

O
石
で
よ
く
な
っ
た
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
地
租
改
正
に
よ
る
一
定
の
減
税
の
上
に
、
米
価
が

明治前期の米側の推移表 60

耳害t諮－津

iヰ
5. 5 

7.8 

9.6-9.9 

8.9 9.3 

f菜次ーいS
F
今
A

明治11

12 

13 

14 

q
u
A
U
内

J
e
0
6

1

1

1

1

 
（注） 米自Iiiは粉米1おのff｛［段（内〉。

資料： r兵J[j1）県統計議』
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表

ω
の
よ
う
に
、
明
治
十
一
年
の
二
倍
桂
度
に
も
高
騰
し
た
た
め
、
定
額

金
納
を
と
る
程
税
は
軽
く
な
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
他
の
物
価
の
高
騰

も
あ
り
、
武
井
が
い
う
ほ
ど
の
減
税
に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
す
こ
し
割

り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
相
当
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
か
っ
た
（
向
吋
設
業
経
済
編
』

I
）。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方fflll度改正

こ
の
よ
う
な
租
税
額
の

の
減
少
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
住
民
は
地

域
の
公
共
に
関
す
る
こ
と
に
対
す
る
支
出
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
際
、
兵
庫
県
全
体
で
み
る
な
ら
劉
8
の
よ
う
に
、
明
治
十
四
年
ま
で
は
、

地
方
税
お
よ
び
町
村
協
議
費
は
、
租
税
の
減
額
と
は
反
対
に
明
治
十
一
年

614,645 

644,637 

明治11 13 15 17 19 （年）

図 8 兵庫県の府県範囲の費用負担

ふ
さ
わ
し
い
自
治
な
認
め
よ
と
い
う
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

度
の
一
・
六
倍
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
交
拘
社
・
改
進
党
系
の
人
々
は
、
負
担
を
お
こ
な
う
か
ら
そ
れ
に

743,404 

724, 563 
（万円）

100 

150 

50 

そ
の
典
型
的
な
事
例
が
、
明
治
十
五
年
六
月
に
県
会
で
内
務
鶏
へ
建
議
さ
れ
た
県
令
公
選
建
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
建
議
は
、

県
令
は
地
方
人
民
と
直
接
に
接
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
地
方
の
状
況
に
詳
し
い
も
の
が
選
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
は
そ
の
地
域
の
住
民
の
公
選
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
…

0
万
円
も
の
闇
負
担
の
県

庁
経
費
を
み
ず
か
ら
地
方
税
に
よ
り
負
担
す
る
か
わ
り
に
、
問
問
令
の
選
出
念
公
選
と
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第五節
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2 

明
治
十
四
年
政
変
後
の
県
政

政
治
状
況

の
変
化

明
治
十
四
年
政
変
に
よ
り
、
政
府
は
天
皇
を
主
権
者
と
す
る
憲
法
確
定
の
方
向
を
確
定
し
、
大
限
系
お
よ
び
揺

沢
諭
吉
門
下
の
官
銃
を
追
放
す
る
が
、
そ
の
影
響
が
兵
庫
県
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
明
治
十
五
年
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年
一
ニ
月
、
中
央
で
大
限
を
中
心
と
し
て
立
話
改
進
党
が
作
ら
れ
る
と
兵
庫
県
で
は
吋
神
戸
新
報
』
が
一
一
一
月
十
九
日
の
社

説
で
、
改
進
党
の
機
関
紙
た
る
こ
と

間
開
会
議
員
を
中
心
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
郡
レ
ベ
ル
で
の
懇
談
会
を
利

用
し
て
の
積
械
的
な
党
員
拡
大
を
す
す
め
た
。

か
れ
ら
は
五
月
は
じ
め
地
方
組
織
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
兵
庫
県
に
「
関
商
改

進
党
第
一
部
」
な
る
組
織
を
設
罰
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

し
か
し
六

日
集
会
条
例
が
改
正
さ
れ
、
地
方
支
部
を
結
成
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
県
会
議
員
ら
は
中
央
か
ら
組
織
形
成
の
た
め
に
米
神
し
て
い
た
前
島
務
・
矢
野
文
雄
・
尾
崎

行
雄
ら
と
相
談
の
上
、
県
独
自
の
政
社
と
し
て
兵
庫
県
立
窓
改
進
党
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
七
月
四
日
、
仮
幹
事
鹿

島
秀
麿
が
県
か
ら
政
社
認
可
の
届
出
を
行
う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
十
日
に
安
倍
誠
五
郎
外
六

O
人
の
組
織
と
し
て
届
出
が
行
わ

れ
た
が
、
こ
の
政
社
は
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

政
社
結
成
に
つ
い
て
県
の
認
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
改
進
党
系
の
運
動
に
対

す
る
県
の
態
度
は
弾
圧
の
方
針
に
変
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
予
兆
は
す
で
に
明
治
十
五
年
二
月
、
県
庁
内
に
お
け
る
交
拘
社
系
の

中
心
人
物
で
あ
っ
た
本
山
彦
一
が
辞
任
、
大
阪
新
報
社
へ
移
っ
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
政
府
は
同
年
四
月
二
十
五
日
か
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ら
各
県
の
叫
鴨
川
パ
一
部
長
を
集
め
、
第
一
回
の
警
部
長
諸
問
会
を
開
挫
し
、
集
会
条
例
を
改
正
し

集
会
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
地

方
長
官
は
結
社
の
解
散
命
令
権
や
管
内
で
の
一
年
間
の
演
説
禁
止
機
を
持
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
、
こ
の
年
六
月
末
か
ら
七
月
は

じ
め
に
か
け
て
、
県
令
が
県
庁
属
官
お
よ
び
部
区
長
に
対
し
て
、
政
党
部
庄
を
厳
達
し
た
。

運
動
へ
の
弾

圧
と
懐
柔

兵
庫
県
の
場
合
、
問
問
令
自
身
を
も
含
め
た
県
庁
中
枢
に
交
詞
社
の
運
動
の
影
響
力
が
及
ん
で
い
た
だ
け
に
、

逆
に
運
動
へ
の
部
圧
も
徹
底
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
組
織
の
中
核
と
な
っ
た
神
戸
新
報
社
が
弾
庄
を
受

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改lE

け
た
。
明
治
十
五
年
五
月
の
新
聞
記
者
の
県
庁
立
入
禁
止
に
は
じ
ま
り
、
六
月
末
に
は
神
戸
新
報
社
の
県
庁
印
刷
刷
業
務
の
取
り

上
げ
、
同
社
員
で
県
議
の
鹿
島
秀
踏
の
も
つ
県
勧
業
課
所
轄
神
戸
商
法
講
習
所
長
職
の
解
任
、
さ
ら
に
七
月
に
は
い
っ
て
県
庁

内
へ
の
新
開
記
者
立
入
禁
止
が
再
度
厳
達
さ
れ
た
。
ま
た
改
進
党
系
の
指
導
者
で
あ
る
郡
部
会
常
置
委
員
中
井
城
太
郎
は
、
開

年
七
月
四
日
、
神
戸
宇
治
川
橋
あ
た
り
を
尚
一
行
中
、
正
体
不
明
の
閥
、

五
人
の
も
の
に
襲
わ
れ
重
傷
を
負
う
と
い
う
事
件
も
発

生
し
た

ま
た
県
庁
か
ら
の
改
進
党
関
係
者
の
排
除
も
は
じ
ま
る
。
同
年
七
月
末
兵
庫
県
は
県
吏
員
の

が
政
府
と
同
様
で
あ

る
か
ど
う
か
の
調
査
を
始
め
た
。
そ
し
て
八
月
九
日
に
は
、
県
吏
員
の
政
社
加
入
・
演
説
・
演
説
会
参
加
を
禁
止
し
、

一
戸
長
役
場
用
掛
、
第
一
十
生
に
も
同
様
の
旨
を
内
達
し

五
月
十
三
日
に
は
、
郡
区
長
へ
郡
区
吏
員
が
政
党
な
ど
へ
一
切
関
係
し

な
い
よ
う
厳
重
に
取
り
締
ま
る
こ
と
を
論
告
し

さ
ら
に
ふ
1

月
十
七
・
十
八
日
に
は
改
進
党
系
と
み
ら
れ
る
吏
員
六
人
を
解

一
履
し
、
政
府
の
方
針
に
し
た
が
う
も
の
一
八
人
を
昇
進
さ
せ
た
。

第五節

教
員
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
五
年
六
月
四
日
付
け
で
苛
立
諸
政
党
新
聞
b

が
、
本
山
の
後
任
の
学
務
課
長
が
自
由
主
義
を
出
向

と
す
る
教
員
に
政
治
活
動
を
や
め
、
教
青
に
専
念
す
る
よ
う
に
忠
告
し
た
こ
と
を
報
道
し
、

八
月
九
日
に
は
、
県
吏
員
同
様
に
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政
治
活
動
へ
の
参
加
が
禁
じ
ら
れ
た
。
九
月

日
に
は
、
師
範
学
校
の
卒
業
生
が
小
学
校
に
就
職
し
な
い
場
合
で
も
、

一
定

期
間
内
に
お
い
て
は
政
治
活
動
を
禁
止
し
、
十
月
二
日
に
は
、
私
立
学
校
教
員
お
よ
び
小
学
校
教
員
の
補
助
者
に
ま
で
政
治
活

動
の
禁
止
の
範
聞
を
広
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
改
進
党
系
の
グ
ル
ー
プ
は
前
年
以
来
の
運
動
を
維
持
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
同
年
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

問
日
、
神
戸
で
臨
海
述
合
府
県
会
議
員
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、

一
回
府
県
六
六
人
の
府
県
会
議
員
、
が
参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
、

①
地
方
庁
の
費
用
は
地
方
税
負
担
と
し
て
府
知
事
・
県
令
は
公
選
に
す
る
こ
と
、
②
悶
道
・
監
獄
の
経
費
は
悶
庫
負
担
と
す
る

こ
と
、
③
議
員
の
布
喚
拘
引
は
議
会
の
許
可
を
え
る
こ
と
が
全
員
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
①
②
は
、
兵
庫
県
会
が
先
進
的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
③
は
、
前
年
の
石
川
県
会
で
議
員
が
mm

令
侮
障
に
よ
っ
て
拘
開
罰
金
刑
を
う
け
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
兵
庫
県
の
県
会
議
員
ら
は
街
械
的
に
動
い
た
よ
う

で
、
武
井
伊
右
衛
門
は
、
石
川
県
会
へ
の
訪
問
委
員
二
人
を
も
う
け
、
そ
こ
で
の
事
情
聴
取
の
状
況
に
よ
っ
て
は
全
国
的
な
府

開
閉
会
議
員
の
懇
親
会
へ
の
議
題
と
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
動
議
を
提
出
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
を
報
道
し
た
『
神
戸
新
報
』
の

箕
浦
八
郎
右
衛
門
は
石
川
県
令
侮
一
障
の
件
で
重
禁
閤
一
カ
月
、
罰
金
一

O
門
の
特
決
を
う
け
た
。

こ
の
よ
う
な
部
庄
の
影
響
を
う
け
、
こ
の
懇
親
会
は
消
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
前
年
京
都
で
討
議
を
約
束
し
た
憲
法
草
案

の
議
論
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
こ
れ
に
抗
議
し
て
滋
賀
県
か
ら
の
参
加
者
が
会
合
途
中
で
帰
県
し
た
。

ま
た
全
国
的
な
府
県
会
議

員
の
連
合
形
成
と
い
う
方
向
も
、
改
進
党
中
央
か
ら
や
っ
て
き
た
犬
養
毅
な
ど
の
説
符
が
あ
っ
た
も
の
の
実
現
せ
ず
、
開
閉
レ

ベ
ル
で
の
懇
親
会
を
来
年
十
一
月
大
政
で
行
う
こ
と
を
決
め
て
終
了
し
た
。

政
府
は
こ
の
よ
う
な
改
進
党
を
中
心
と
す
る
・
府
県
会
議
員
の
動
ぎ
を
封
じ
る
た
め
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
府
県
会
規
則
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を
改
正
し
、
府
県
会
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
府
県
の
経
費
の
議
定
の
み
を
行
う
も
の
と
し
、
府
県
会
議
員
間
の
通
信
・
連
合
・
集

会
を
禁
止
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、

に
対
し
て
も
、
身
分
を
判
在
官
に
準
じ
る
こ
と
を
決
め
、
官
吏
と
陀
様
な
形
で
政
府
の

統
制
下
に
お
い
た
。
さ
ら
に
翌
明
治
十
六
年
二
月
二
十
一
日
、
部
長
公
選
建
議
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
郡
長
給
与
の
地
方

税
支
弁
を
悶
庫
支
弁
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
進
党
系
の
運
動
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

政
府
と
連
動
す
る
か
た
ち
で
県
は
弾
圧
を
さ
ら
に
強
め
た
。
運
動
の
中
核
で
あ
る
神
戸
新
報
社
は
、
明
治
十
六
年
一
月
に
発

郡部の！＂！也氏権運動と明治十七年の地方制度改正

行
停
止
処
分
を
う
け
、

に
は
仮
編
集
長
村
瀬
喜
一
千
が
法
津
へ
の
誹
諜
に
よ
っ
て
重
禁
問
一

カ
月
、
罰
金
七

O
円
に
処
せ
ら

れ
、
六
月
十
四
日
に
は
治
安
妨
害
で
発
行
停
止
一
カ
月
、
社
主
・
編
集
長
が
処
罰
、
十
二
月
十
一

日
に
も
社
主
・
編
集
人
が
処

罰
を
う
け
た
。
ま
た
社
員
で
県
会
部
議
長
の
安
倍
誠
五
郎
は
、
同
年
一
二
月
十
五
日
に
官
吏
侮
戸
時
間
作
で
、
県
会
議
事
堂
を
出
た
と

こ
ろ
で
逮
捕
、
拘
束
さ
れ
た
。

県
は
統
制
を
末
端
の
戸
長
や
教
員
・
学
務
委
員
に
ま
で
拡
大
し
て
い
く
。

明
治
十
六
年
二
月
、
県
は
、

の
演
説
会
参
加
だ
け
で
な
く
懇
級
会
へ
の
参
加
も
禁
じ
た
。
こ
の
一
戸
長
へ
の
規
制
強
化
に

こ
の
た
び
そ
の

つ
い
て
入
部
郡
長
は
、
管
内
一
戸
長
に
対
し
て
勺
今
度
其
筋
よ
り
…
問
ノ
交
を
判
在
に
準
ぜ
ら
れ
し
に
付
て
ハ
一
一
同
其
御
趣
意
の
あ
る

も
ち
ろ
ん

所
を
体
認
し
政
党
な
ど
に
関
係
し
叉
ハ
関
係
し
た
る
者
と
交
際
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
、
諸
新
聞
等
に
て
も
自
由
改
進
主
義
の

新
聞
は
決
し
て
購
読
せ
ざ
る
や
う
心
得
ら
る
べ
し
い
と
説
諭
曹
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て

の
選
出
も
旧
来
の
住
誌
に
よ
る
公

選
か
ら
、
住
民
が
選
出
し
た
五
人
か
ら
…

0
人
の
者
の
う
ち
か
ら
県
令
が
一
戸
長
を
選
抜
す
る
方
式
に
改
正
し
、
一
戸
長
選
出
へ
の

第五節

県
令
の
権
限
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

あ
ら
た
な
選
挙
訟
で
は
、
町
村
住
民
が
五
名
か
ら
一

O
人
の
不
完
全
連
記
制
で
選
挙
を
お
こ
な
い
、
そ
の
上
位
者
五
人
、
も
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し
く
は
一

O
人
の
う
ち
か
ら
県
令
が
一
戸
長
を
選
抜
し
て
任
命
す
る
（
た
だ
し
県
令
は
状
況
に
よ
っ
て
選
挙
に
よ
ら
ず
戸
長
を
任
命
す
る

権
限
を
も
っ
）
と
さ
れ
た
。
選
挙
権
者
は
一
一

O
歳
以
上
の
男
子
で
そ
の
町
村
内
に
本
籍
を
持
つ

も
し
く
は
そ
の
町
村
に
土

地
を
所
有
す
る
も
の
（
他
町
村
住
民
で
も
可
）
と
さ
れ
た
。
被
選
挙
権
者
は

一
五
歳
以
上
の
男
子
で
郡
内
に
本
籍
を
も
つ
も
の
と
さ

れ
、
い
っ
さ
い
の
財
政
、
一
戸
主
な
ど
の
条
件
が
な
く
、
郡
内
全
域
か
ら
人
物
を
選
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
六
年
一
月
二
十
五
日
に
再
度
、
教
員
の
政
社
へ
の
加
入
の
禁
止
を
布
達
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
範
聞
を
学
務
委
員
ま
で
拡
大
し
た
。
二
月
七
日
に
は
、
学
校
生
徒
の
学
術
前
説
会
へ
の
参
加
は
部
区
長
の
許
可
制
と
し
、

一
戸
長
・
学
務
委
員
・
学
校
長
に
対
し
て
は
、
政
治
に
関
す
る
集
会
に
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
状
況
を
指
摘
し
、
以
後
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
と
布
述
し
た
。

さ
ら
に
二
月
八
日
に
は
、
県
立
の
諸
学
校
の
生
徒
が
教
育
衛
生
な
ど
の
学
術
雑
誌

以
外
の
新
聞
・
雑
誌
を
購
読
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

附
抑
圧
の
一
方
で
削
除
会
議
員
へ
の
懐
柔
も
進
め
ら
れ
た
。
県
は
県
会
で
地
方
自
治
拡
大
を
要
求
し
て
い
た
議
員
に
県
官
へ
の
就

じ

し

ノ

F
l
dノ
L
d
y
h

ノ、

，4
i
J
’ι可
F
G
J

－U
N
U

間
崎
五
百
頴
や
北
条
夜
正
が
県
御
用
掛
に
就
任
し
た
。
こ
の
誘
い
は
武
井
伊
右
衛
門
に
も
及
び
、
武
井
伊
右
衛

門
は
明
治
十
六
年
二
月
、
そ
れ
ま
で
神
戸
区
長
が
兼
任
し
て
い
た
入
部
郡
長
に
、
単
独
の
部
長
と
し
て
就
任
し
た
。

し
か
し
武
井
の
就
任
な
子
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
単
な
る
懐
柔
と
は
い
い
が
た
い
復
雑
な
背
景
が
あ
っ

民
権

運
動
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
笑
礎
部
の
前
回
熊
市
は
、
こ
の
と
き
武
井
に
書
問
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
武
井
の
就
任
が
こ

た
と
え
そ
の

れ
ま
で
神
戸
区
長
の
兼
務
で
あ
っ
た
入
部
郡
長
を
単
独
で
践
き
た
い
と
い
う
郡
民
の
希
壊
に
答
え
た
も
の
で
あ
っ
て
「
仮
令
其

し

そ

う

か

っ

こ

ふ

ば

っ

地
位
ヲ
変
ズ
ル
モ
志
想
ハ
確
乎
不
抜
、
決
シ
テ
圧
制
政
府
ノ
手
数
タ
ル
ノ
御
精
神
一
一
ハ
コ
レ
無
シ
ふ
と
そ
の
就
任
を
祝
っ
た
。

前
回
は
内
治
の
拡
大
と
し
て
武
井
の
就
任
を
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
間
年
十
月
七
日
に
は
党
中
止
〈
の
矢
野
文
総
か
ら
武
井
へ
東
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郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正第五節

兵庫県における政談演説会の取締ワ状況表 61

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 明治12～＼＼～年次
E貝討 ～～～～ 

若葉題認可

不認可

1002 

16 

183 

4守

345 

27 

17 3 26 

24 

8 

14 

134 

59 

131 

6 

285 

6 

321 

146 

649 

36 

149 

94 

105 

15 

3 

7 

12 

5 

7 

31 

85 

40 

105 

37 

173 

14 

232 

演説会回数

演説者数

3 2 3 9 4 6 9 集会解散数

京
の
改
進
党
の
状
況
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
逆
に
兵
庫
県
の
状
況
を
伝
え
て
く
る
こ
と

を
依
頼
す
る
書
簡
が
送
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
以
時
も
武
井
と
改
進
党
の
関
係
は
つ
づ
い
て

お
り
、
武
井
の
就
任
は
改
進
党
系
の
運
動
へ
の
附
抑
圧
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
と
ら
れ
た
民

権
運
動
側
の
方
策
の
一
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
兵
隊
県
で
の
民
権
運
動
は
ほ
ぼ
封
じ
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

資料： E兵路県警安祭史a明治・大IE結i，明治17年 F兵llll9詩統計詩』

の
様
子
を
兵
庫
県
の
政
談
演
説
会
か
ら
み
る
と
、
表
出
の
よ
う
に
明
治
十
六
年
か
ら
急
速

に
減
少
し
、
明
治
十
八
年
に
は
ほ
と
ん
ど
開
催
で
き
な
い
状
況
に

い
込
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
神
戸
新
報
の
発
行
数
も
表
臼
の
よ
う
に
明
治
十
四
年
を
最
高
と
し
て
著
し
く
減
少
し

て
い
っ
た
の
で
あ
一
る
。

松
方
デ
フ

レ
の
進
行

こ
の
状
況
に
い
た
っ
た
の
は
、
直
接
的
に
は
部
圧
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
だ
が
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
改
進
党
系
の
運
動
の
あ
り

方
そ
の
も
の
が
悶
難
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
改
進
党
系
の
運
動
は
、
財
政

「神戸新報』の

年開発行部数

表 62

発行部数

241, 090 

727, 200 

556,206 

399, 747 

294,082 

108,616 

明治13年

14 

15 

16 

17 

18 

次年

資料：明治18年F兵庫際

統計:tth

上
の
高
負
担
に
基
づ
く
権
利
拡
大
の
要
求
と

い
う
考
え
の
も
と
、
地
方
自
治
を
拡
大
し
、

そ
の
上
で
民
主
的
な
患
家
詩
想
を
実
現
し
ょ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治

十
六
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
財
政
的
な
負
担
そ
の

近代・1克代｝液史綴IV22I 



明治16年大学j訟による米作

被霧状況

表 63

同右比率

% 
72. 1 

76.8 

22.4 

82.9 

36.9 

（主主） 作付限wは綬米・精米の合計
資料：明、治16年「兵JIJI県統計す！？」

も
の
が
間
難
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
図
は
不
況
と
相
次
ぐ
天
災
に
あ
っ
た
。

明
治
十
間
（

八
八
一
）
年
十
月
の
大
蔵
卿
就
任
以
来
、
絞
方
正
義
は
四
十
問
戦
争
以

UIJ 
1, 034 

804 

883 

3,864 

1, 292 

mr 
1, 434 

1, 047 

3,935 

4,659 

3, 501 

降
の
物
価
騰
貴
・
金
利
高
騰
・
正
貨
流
出
を
お
さ
え
実
質
的
な
増
税
を
は
か
る
た
め
、

デ
フ
レ
政
策
を
遂
行
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
闘
的
な
不
況
と
農
産
物
価
格
の
暴
落
が

W
K
M－
 

務
付

入部君F

Z高原君II
有馬郡

明石郡

美濃郡

お
こ
っ
た
。
こ
れ
を
怯
ガ
デ
フ
レ
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
兵
庫
県
で
は
、

j¥ 

八
O
年
以
時
に
は
じ
ま
る
世
界
的
な
景
気
後
退
の
影
響
を
う
け
神
戸
の
貿
易
哉
の
減

少
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
別
治
十
六
年
の
大
卒
魁
（
表
臼
）
と
虫
害
、
翌
年
八
月
二
十

ま

r
寸
先
平
年
之

五
日
の
台
風
と
天
災
が
つ
づ
い
た
。
武
井
伊
右
衛
門
は
明
治
十
七
年
、

六
分
作
ナ
ラ
ン
ト
ノ
想
像
ニ
コ
レ
有
リ
、
昨
年
之
大
子
市
中
山
木
年
之
此
ノ
凶
作
突
一
一
良

し
か

家
之
悶
難
二
一
向
ナ
シ
、
地
主
小
作
品
ル
ハ
一
時
ニ
倒
レ
ン
ト
ス
ル
ノ
景
況
ニ
コ
レ
有
リ
、
然
ル
ニ
米
価
ハ
四
円
一
一
一
、
四
十
銭
之
新
米

な

ら

び

よ

ろ

う

ほ

と

つ

相
場
ト
ノ
夜
、
地
組
並
一
一
地
方
税
其
他
協
議
費
ヲ
支
払
フ
ト
キ
ハ
其
純
益
余
蛾
ノ
殆
ン
ド
尽
キ
ン
ト
ス
ル
也
い
と
述
べ
て
い
る
。

政
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
八
年
度
に
兵
庫
県
で
悶
税
お
よ
び
地
方
税
の
未
納
に
よ
っ
て
財
産
を
公
売
処
分
さ
れ
た
も

の
は
約
二
万
人
、
窮
民
数
は
全
保
人
口
一
間

O
万
の
一

Oμ
の
一
四
万
人
に
お
よ
び
、
納
税
余
僚
の
あ
る
も
の
は
わ
ず
か
二
、

。
%
に
す
ぎ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
明
治
十
六
年
の
県
会
で
は
、
県
会
議
長
が
閉
会
の
際
、
わ
ざ
わ
ざ
費
用
減
額
が
議
定
の
基
本
で
あ
る
と
述
べ
る
に

い
た
っ
た
。
す
で
に
前
年
の
よ
う
に
、
多
額
の
費
用
負
担
を
行
っ
て
も
県
令
の
公
選
を
要
求
す
る
よ
う
な
方
針
を
照
会
は
打
ち

出
し
え
な
く
な
っ
た
。
ま
た
政
府
が
郡
長
公
選
の
根
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
郡
長
給
与
を
国
，
陣
負
担
に
切
り
符
え
た
捺
も
、
品
以
拘
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絞
減
を
訴
え
る
立
場
か
ら
は
反
対
論
を
出
し
に
く
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

飾
磨
摺
一
山
一
得
設

霞
の
逮
勤

播
磨
で
は
改
進
党
系
の
運
動
に
関
連
し
て
、
播
磨
一
国
を
管
轄
す
る
飾
脚
府
県
の
再
設
霞
運
動
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
動
き
は
明
治
十

月
、
龍
野
で
全
播
熔
各
部
有
志
大
懇
親
会
の
閲
鑓
が
計
間
さ
れ
た
（
実
際
開
催
さ

れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
）
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
十
一
月
に
は
、
姫
路
木
徳
寺
で
飾
磨
県
一
得
設
置
の
会

議
が
閲
か
れ
、
さ
ら
に
明
石
の
人
々
が
飾
磨
間
以
再
設
置
の
運
動
を
起
こ
す
と
の
風
聞
が
吋
大
坂
日
報
』
十
二
月
四
日
付
で
缶
え

郡部の臼由民権運動と明治十七年の地方jjjlj度改正

ら
れ
た
。

こ
の
飾
－
M
府
県
高
設
置
に
つ
い
て
は
、
当
初
播
a
肢
の
県
会
議
員
の
中
で
も
意
見
が
別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
十

四
年
末
に
は
、

か
れ
ら
の
間
で
当
否
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
ま
た
神
戸
新
報
社
は
最
初
反
対
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十

四
年
末
か
ら
翌
年
は
じ
め
ご
ろ
に
設
問
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
飾
京
都
選
出
の
県
会
議
良
で
あ
る
伊
藤
和
七
郎
を
向
島
官
蔵
記

者
が
訪
問
し
討
論
す
る
に
及
ん
で
資
成
に
態
度
を
変
更
し
た
。

方
鮫
路
の
自
由
党
系
結
社
で
あ
る
共
立
社
は
再
設
置
に
反
対

し
て
い
た
。

明
治
十
五
年
に
入
る
と
飾
磨
保
存
設
授
の
運
動
は
明
確
な
形
を
と
り
は
じ
め
た
。

月
三
日
、
元
県
議
で
姫
路
の
近
藤
茂
…
が

再
設
授
の
件
で
森
岡
県
令
に
町
会
、

八
日
に
は
播
磨
各
部
惣
代
が
姫
賂
長
源
寺
で
集
会
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
再
設
置
派
と

反
対
派
で
意
見
が
戦
わ
さ
れ
て
お
り
、
加
東
部
の
高
瀬
藤
次
郎
、
印
南
部
の
船
津
士
口
太
邸
、
神
束
郡
の
内
藤
利
八
が
賛
成
の

見
を
、
持
西
郡
の
関
村
敦
、
佐
用
郡
の
江
見
徳
夫
、
宍
楽
部
の
問
自
小
説
近
が
反
対
の
意
見
合
｝
展
開
し
た
。

第五ifrj

結
局
こ
の
時
、
再
設
置
賛
成
の
郡
は
播
際
全
十
六
郡
の
内
七
郡
に
と
ど
ま
っ
た
。

た
だ
し
そ
の
内
訳
は
先
の
賛
成
者
の
郡
お

よ
び
飾
束
郡
の
間
部
以
外
は
不
明
で
あ
り
、
明
石
部
お
よ
び
笑
謀
部
の
代
表
に
つ
い
て
も
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
た
か
は
不
明
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で
あ
る
。

賛
成
派
の
七
郡
は
、
現
九
日
再
設
置
推
進
の
た
め
の
恒
常
的
な
組
織
を
作
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
ず
賛
同
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
郡
か
ら
支
部
な
置
き
、
各
郡
総
代
委
員
で
本
部
を
設
置
、
本
部
委
員
は
月
に

一
ぃ
没
集
ま
っ
て
運
動
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
各
都
で
も
運
動
を
組
織
す
る
計
闘
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
飾
際
県
再
設
置
の
運
動
を
お
こ
な
っ
た
人
々
が
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
明
治
十
閲
年
十
一
一
月
の
一
飾
磨
県
再
設
詮

請
願
理
由
常
一
ど
で
は
、
一
得
設
置
の
理
由
に
は
他
地
域
と
の
民
情
お
よ
び
産
業
の
あ
り
方
の
違
い
、
地
方
税
負
担
が

い
に
も
か

か
わ
ら
ず
利
益
還
元
が
少
な
い
こ
と
、
県
庁
が
遠
く
不
便
な
こ
と
、
民
情
や
産
業
の
あ
り
方
が
違
う
た
め
県
会
で
の
議
事
が
進

ま
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
播
磨
を
単
位
と
し
て
地
方
自
治
を
進
め
る
こ
と
が
「
民
権
ノ

振
起
邦
家
ノ
隆
盛
」
の
基
礎
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
民
情
の
一
致
す
る
範
囲
を
単
位
と
し
て
地
方
自
治
を
す

す
め
る
と
い
う
兵
庫
県
会
の
建
議
と
同
様
の
考
え
方
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

播
磨
に
次
い
で
淡
路
で
も
独
立
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、
政
府
は
兵
庫
県
に
つ
い
て
県
の
分
離
、
一
持
設
置
を
認
め
な
か
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
政
府
は
、
明
治
十
六
年
五
月
九
日
、
石
川
県
か
ら
慌
山
県
を
、
長
崎
県
か
ら
佐
賀
県
を
、
鹿
児
島
県
か
ら
宮
崎

mm
宏
分
離
・
独
立
さ
せ
て
お
り
、
分
離
を
一
般
的
に
認
め
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
兵
庫
県
の
場
合
、
も
と
も
と
そ
の

合
併
が
開
港
場
神
戸
を
維
持
し
う
る
財
力
を
持
た
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
必
ず
し
も
全
郡
の
合
意
と
し
て
運
動
が
展
開

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
分
離
を
認
め
ら
れ
な
い
理
由
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
他
県
で
再
設
置
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
飾
磨
県
再
設
置
の
運
動
に
な
お
希
望
を
与
え
た
よ
う
で
、
間
年
十
一
月
末
に
は
、
伊
藤
和
七
郎
ら
は
再
設
置
を
再

び
願
い
出
た
。
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自
由
党
の

浸
透

こ
れ
ま
で
改
選
党
系
中
心
と
し
た
運
動
を
み
て
き
た
が
、
自
由
党
系
に
つ
ら
な
る
運
動
も
市
域
で
存
在
し
た
。

そ
の
一
つ
に
菟
原
郡
佐
官
神
社
の
祭
礼
に
関
し
て
起
こ
っ
た
み
こ
し
か
つ
ぎ
闘
争
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
五
年

に
始
ま
り
、
同
十
五
年
大
審
院
の
判
決
で
、
原
告
側
被
差
別
部
落
が
祭
礼
へ
の
平
等
の
参
加
を
勝
ち
取
っ
た
闘
争
（
第
二
節
1
項）

で
あ
る
が
、
こ
の
裁
判
を
担
当
し
た
代
言
人
（
弁
護
士
）
が
、
自
由
党
常
議
員
で
あ
る
林
和

で
あ
っ
た
。
神
戸
の
代
言
人
は
口
問

川
政
蔵
な
ど
自
由
党
系
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
そ
の
よ
う
な
ル
l
ト
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正

大
審
院
で
の
被
差
別
部
落
側
の

は
、
人
民
と
し
て
の
平
等
お
よ
び
費
用
を
支
出
し
た
も
の
に
は
参
加
の
権
利
が
あ
る
と

い
う
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
平
等
と
秘
税
協
議
権
に
よ
る
権
利
を
主
張
す
る
自
由
党
系
の
民
権
思
想

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
自
由
党
系
の
運
動
家
は
積
施
的
に
こ
の
裁
判
を
過
し
て
人
々
を
組
織
し
た
よ
う
で
、
こ
の
裁
判
の

勝
利
を
き
っ
か
け
と
し
て
こ
の
部
落
か
ら
明
治
十
五
年
十
月
四
六
人
も
の
人
々
が
白
山
党
に
入
党
し
た
。

民
権
運
動
家
の
被
差
別
部
落
の
組
織
化
は
、
裁
判
を
め
ぐ
っ
て
た
ま
た
ま
行
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

『
朝
野
新
開
』
明
治
十
近
年
二
月
付
は
、
被
差
別
部
落
で
あ
る
明
石
郡
の
あ
る
村
で
も
民
権
運
動
家
に
よ
っ
て
政
治
活
動
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
村
で
印
刷
俗
改
善
が
進
ん
で
い
る
と
の
報
道
が
『
朝
野
新
聞
』
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

3 

明
治
十
七
年
の
地
方
制
度
改
正

第五節

自
由
民
権
運
動
へ
の
対
抗
な
底
接
の
前
提
と
し
て

へ
の
統
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

明
治
十
六
年
の
一
戸
長

役
場
制
度
の
改
正

た
と
お
り
で
あ
る
が
、
明
治
十
六
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
兵
庫
県
は
戸
長
へ
統
制
を
さ
ら
に
強
め

近代・現代）震史編N22ラ



る
と
と
も
に
そ
の
位
置
づ
け
を
大
き
く
変
更
し
た
。

ハ
月
二
十

日

に
よ
る
役
場
吏
員
の
勤
務

評
定
と
そ
の
報
告
を
郡
長
が
毎
月
確
認
す
る
こ
と
が

布
達
さ
れ
、
一
戸
長
役
場
内
の
統
制
も
強
め
ら
れ
た
。

ま
た
七
月
一
日
に
は
「
一
戸
長
准
官
等
並
俸
給
表
」
が

布
達
さ
れ
、
戸
長
の
職
階
的
給
与
体
系
が
硲
立
、
上

級
等
級
の
戸
長
の
場
合
年
給
で
ニ

O
O円
を
こ
え
、

専
門
職
と
し
て
つ
と
め
ら
れ
る
給
与
が
だ
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の

の
専
門
職
化
を
前
提
に
同

旦
戸
長
役
場
区
域
の
拡
大
が
布
達
さ
れ
、
基
本
的
に

単
独
一
戸
長
役
場
は
み
と
め
ら
れ
な
く
な
り
、
県
内
で

は
一
一
九
町
村
を
除
い
て
、
す
べ
て
連
合
町
村
一
戸
長
役

場
制
（
役
場
数
一
一
一
七
六
）
と
な
っ
た
。
一
戸
長
役
場
名
は
、

所
在
町
村
名
を
最
初
に
つ
け
、

0
0組
役
場
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

市
域
で
は
明
治
十
四
年
の
一
戸
長
役
場
広
域
の
改
王

か
ら
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
（
関
9
）。

八
部
郡
で
は
、
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上
灘
組
に
山
間
上
組
に
属
し
て
い
た
小
部
村
宏
併
せ
て
奥
平
野
総
に
、
そ
れ
以
外
の
山
間
上
・
下
両
組
を
合
併
し
て
中
組
に
、

中
灘
上
・
下
河
組
を
合
併
し
て
東
尻
油
組
に
、
ま
た
下
灘
間
組
を
合
併
し
板
治
組
と
し
た
。

単
独
町
村
一
戸
長
役
場
を
多
く
認
め
た
菟
原
郡
で
は
、
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
。
葺
A
A
n

村
・
筒
井
村
民
混
合
組
、
岩
屋
組
・
畑

原
組
・
森
総
・
一
川
原
村
は
森
組
、
新
在
家
村
・
大
石
村
は
新
在
家
組
、
八
幡
村
・
水
取
新
田
・
高
羽
村
お
よ
び
篠
原
村
・
新
生

村
は
入
総
級
、
東
明
村
・
徳
井
村
・
五
農
村
で
東
関
組
、
住
吉
組
と
野
寄
村
は
住
吉
組
、
魚
崎
組
・
青
木
組
は
魚
崎
総
、

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方j!JIJ度改正

津
知
両
村
以
外
の
一
一
一
条
組
と
悶
本
総
は
問
中
組
、
深
江
村

津
知
村
は
深
江
組
と
な
り
、
御
影
村
は
引
き

続
き
単
独
で
戸
長
役
場
を
庭
い
た
。

有
田
内
部
は
変
化
が
少
な
か
っ
た
。
道
場
河
原
お
よ
び
湯
山
町
の
役
場
区
域
は
そ
の
支
玄
続
き
、
八
多
庄
組
は
士
口
尾
組
、
大
沢

組
は
中
大
沢
組
と
改
称
さ
れ
、
有
野
組
と
腐
植
村
は
有
野
組
と
な
っ

単
独
一
戸
長
役
場
が
多
か
っ
た
明
石
郡
で
は
変
化
が
大
き
か
っ
た
。
東
霊
水
・
西
垂
水
・

・
下
知
・
名
谷
・
多
聞
・
山
田

の
各
村
は
東
霊
水
組
、

前
開
組
－
t
叩
随
畑
村
は
前
開
組
、
別
府
組
は
そ
の
ま
ま
、

下
津
橋
村
宏
除
く
今
枠
組
と
上
池
村
は
高

ゆ
仲
橋
級
、
小
山
組
・
吉
田
組
・
下
津
橋
村
は
下
津
橋
組
、
長
谷
組
・
下
総
は
そ
の
ま
ま
、
…
福
住
組
と
組
問
村
で
…
福
住
組
、
繁
田

組
・
和
国
組
・
高
和
村
は
和
田
組
、
神
出
組
・
宋
勢
村
・
池
田
村
は
白
井
組
、
者
附
村
・
古
郷
村
・
野
中
下
村
は
岩
間
総
と
な

っ
た
。
な
お
美
繋
郡
で
は
市
域
の
村
す
べ
て
木
津
伺
胞
に
隠
す
こ
と
と
な
っ
た
。

｝
の
よ
う
に
、
あ
ら
た
な
一
戸
長
役
場
ほ
域
は
、
明
治
十

の
迎
合
一
戸
長
役
場
制
と
比
較
し
て
も
な
お
そ
の
規
模
が
大
き
く
、

第五ili1

表
併
の
よ
う
に
千
戸
を
こ
え
る
役
場
区
域
さ
え
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
新
た
な
戸
長
役
場
区
域
設
買
に
対
し
て
は
、
制

度
実
施
の
前
後
、
一
戸
長
時
間
の
動
指
や
合
併
反
対
の
動
き
が
お
こ
っ
た
。

｝笠5た縦IV 近代・現代227 



戸長役場区域の人口戸数

（区部合｜徐く）

口戸数

人戸
6 435 L 297 

4 418 954 

3 970 784 

5, 485 I 1, 630 
2 121 I 432 

2 137 I 433 

1 848 I 403 

1 711 I 387 
3 441 I 900 
3,2731 819 

3, 367 I 903 
2 566 I 607 
2 188 I 401 

1 805 

2 388 

3 969 

2 860 

1,664 

401 

512 

832 

582 

336 

892 

264 

479 

385 

298 

386 

412 

447 

315 

678 

440 

＊況池組

奥平野総

板宿組
中組

fb合組
森総

八幡組

新在家組

東号月組

御影村

住吉級

魚崎級

深江組

問中組

湯山間了

有野組

道場河原組

吉尾組

中大沢組

東垂水組

前倒組

別府総

高津m組
下手ド橋組
長谷組

下組

福住組

手口ITT組

問弁組

岩間組

美護者日木津組 I 4, 159 
3史料： r兵節県統計三11~

4,486 

1,410 

2,408 

1,907 

1, 524 

2, 133 

2, 150 

3, 121 

1, 766 

3, 732 

2, 567 

戸長役場広域

表 64

3お

原

立
μ
諮
れ
判

有
馬
郡

入
部
郡

た
と
え
ば
単
独
で
戸
長
役
場
を
設
置
し
て
い
た
明
石
郡
高
和
村
は
、
県
布
達
叩
二
四
号

で
改
正
が
布
達
さ
れ
た
と
き
、
引
き
続
き
単
独
で
一
戸
長
役
場
を
設
置
す
る
か
、
も
し
く
は

明
治
十
五
年
の
一
戸
長
退
在
後
、
福
住
組
戸
長
に
戸
長
を
兼
務
し
て
も
ら
っ
て
い
た
経
緯
か

ら
福
住
組
へ
合
併
と
な
る
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
県
令
に
嘆
願
し
た
。

し
か
し
す
で
に
み

た
よ
う
に
高
和
村
は
別
の
組
と
迎
合
し
て
お
り
、
こ
の
嘆
願
、
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
戸
長
役
場
区
域
の
広
域
化
反
対
の
運
動
は
、
明
治
十
一
二
年
改
疋

の
時
の
よ
う
に
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
別
出
は
、
地
方
自
治
を
か
か
げ
た

運
動
が
き
び
し
い
部
庄
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
複
雑
化
し
、
量
的
に
拡
大
す

る
戸
長
の
職
務
を
専
門
的
に
扱
う
者
へ
委
託
す
る
と
い
う
傾
向
が
住
民
側
か
ら
も
生
ま
れ 明

石
（単位．人）戸長数の変化表 65

苦E
17 16 14 明治13

879 

4

1

5

1

8
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内
，
h
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e
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J

側、d
唱
BB

－
nバ》

ヲ

ゐ

，

aA

内
J
耐

内

t

r

h

u

d

、de
i

H

3

4

2

5

4

1

 

7

9

4

6

4

 

1

1

1

1

 

入部君fl
＊菟原郡

有馬郡

明石郡

美喜筆者日

（注） ネ武w湖lを含む。
'ltl';JSf: r兵同IY尽統計務a
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て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
役
場
区
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
市
域
関
係
各
郡
の

は
、
表
出
の
よ
う
に
美
麗
郡
を
除
い
て
半
分

る。 以
下
と
な
っ
た

方
で
給
与
が
地
額
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
事
務
能
力
を
持
つ
者
を
一
戸
長
と
す
る
条
件
を
作
り
出
し
た
の
で
あ

な
お
複
数
の
町
村
の
上
に
段
か
れ
た
一
戸
長
お
よ
び
戸
長
役
場
な
補
完
す
る
も
の
と
し
て
各
村
に
用
掛
や
総
代
が
置
か
れ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
第
六
項
で
述
べ
た
明
治
十

の
改
正
の
状
況
と
向
様
で
、
中
組
戸
長
役
場
広
域
は
、

入
部
郡
各
村
に
用
掛
を

位
き
役
場
事
務
を
分
学
し

郡部の自民i民権運動と明治十七年の地方制度改正

切
治
十
七
年
五
月
七
日
、
政
府
は
一
一
一
新
法
の
下
で
の
町
村
を
大
き
く
変
更
し
た
「
明
治
十
七
年
の
改
正
L

明
治
十
七
年
の

地
方
制
度
改
正

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
法
令
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
前
年
に
兵
庫
県
な
ど
で
行
わ
れ
た
改
正
を
全
国
法
と
し

て
猿
備
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
五
カ
村
五

O
O戸
を
基
準
に
連
合
町
村
戸
長
役
場
区
域
を
も
う
け
る
こ
と
、

そ
の
区
成
の
一
戸
口
択
を
官
選
（
住

氏
の
投
紫
に
よ
る
上
位
者
一
一
一
人
も
し
く
は
五
人
の
な
か
か
ら
県
令
が
選
抜
）
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
兵
庫
県
で
は
す
で
に
前
年

？こ に
実
施
済
み
の
も
の
で
あ
っ
た
。
兵
膝
県
で
の
一
審
大
き
な
制
度
的
な
変
更
は
、
区
町
村
会
法
の
改
正
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

表 66

UIJ村裂のZ翌日

第五節

…
新
法
に
よ
っ
て
政
府
は
町
村
止
を
私
的
な
住
民
団
体
と
み
な
し
、
政
援
に
町
村
の
運
営

戸長役場費

会議費

こと木設

教育費

救助費

災害予防夜

警備投

に
関
与
し
な
い
と
い
う
建
前
を
と
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
町
村
会
に
た
い
す
る
規
制
は
あ

く
ま
で
住
民
に
た
い
す
る
行
政
指
導
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
町
村
会
規
則
の
作
成

も
許
可
制
で
あ
っ

と
こ
ろ
が
明
治
十
七
年
の
改
正
で
は
、
町
村
会
は
政
府
の
機
関
に

近代・現代隆史索活N229 



準
じ
る
も
の
と
さ
れ
、
町
村
会
規
則
は
政
府
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
県
令
が
悶

的
に
施
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
政
府
は
町

村
協
議
控
の
な
か
か
ら
一
定
の
費
闘
を
公
費
と
し
て
分
離
し
て
こ
れ
を
町
村
授
と
し
（
表
的
）
、
町
村
会
は
そ
れ
の
み
を
議
定
す

る
機
関
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
信
仰
に
か
か
わ
る
費
用
な
ど
は
す
べ
て
私
設
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

政
府
が
町
村
費
を
公
費
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
村
資
の
滞
納
者
に
た
い
し
て
は
「
租
税
未
納
規
則
」
が
適
用
さ
れ
る
こ

で
一
万

二
九
六
人
が
国
税
納
入
の
た
め
に
、
七
九
八

と
と
な
り
、
町
村
資
を
納
め
な
い
も
の
は
裁
判
所
に
よ
り
公
売
処
分
に
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
十
八
年
に
は
、
県
内

人
が
地
方
税
納
入
の
た
め
に
財
産
の
一
部
を
手
放
し
て
い
る
が
、
松

方
デ
ブ
レ
で
、
思
税
・
地
方
税
で
さ
え
納
入
、
が
困
難
な
時
期
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
定
は
町
村
授
を
徴
収
す
る
た
め
の
強
制
力

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
戸
長
は
、
議
案
の
発
議
権
と
議
長
を
独
占
し
、
議
案
が
否
決
さ
れ
て
も
県
令
の
許
可
が
あ
れ
ば
議

案
を
執
行
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
、
町
村
会
に
対
し
て
強
い
権
限

を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

町
村
会
と
連

合
町
村
会

兵
庫
県
は
町
村
会
制
度
の
改
正
を
明
治
十
七

年
七
月
ご
ろ
か
ら
開
始
し
た
。
七
月
十
四
日

「
兵
路
県
町
村
会
規
則
」
が
出
さ
れ
、
町
村
会
議
員
数
は
一

O

人
ま
で
と
な
っ
た
3

八
部
郡
中
村
他
一
一
カ
村
戸
長
役
場
広
域

で
は
表
日
の
よ
う
に
一
村
五
人
を
基
に
一

O
O一
戸
以
上
の
村
は

ハ
人
で
あ
っ
た
。

産
那
村
で
は
七
月
二
十
六
日
に
選
挙
が
行
わ

明治17年のlllJ村会主党員IJ

による村会議員数

村 名 人口 戸数 議員数

55人5 
戸 6 人

mと谷上村 187 

下谷上村 448 103 6 

原野村 573 126 6 

福地村 158 33 5 

中 村； 50 5 

東下村 467 110 6 

西下村 101 i 28 5 

衛隊村 170 35 5 

坂本村 173 42 5 

小河村 176 36 5 

援那村 j 459 105 6 

表 67

資料：「慈翌日村文怒J, r兵庫県入部哲lit也

言t」
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戸
」

A
U
叫べつ
n
｝

O

L
V
抗
u
u
i
φ
J

一
O
人
か
ら
六
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
市
域
関
係
全
部
と
も
同
様
で
、
表
侃
の
よ
う
に
以
前
の
ほ
ぼ
五
分
の
二
か
ら
半
分

;/1, 、
ま
た
町
村
会
規
則
が
出
さ
れ
た
そ
の
日
に
戸
支
役
場
区
域
の
連
合
町
村
会
で
決
定
す
べ
き
費
闘
を
、

一
戸
長
役
場
お
よ
び
土

木
・
教
育
・
衛
生
・
災
害
予
防
・
警
備
の
費
自
の
う
ち
で
連
合
町
村
会
で
選
択
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
布
達
さ
れ
た
。
九

月
に
は
戸
長
役
場
の
呼
称
が
改
正
さ
れ
「
何
々
組
戸
長
役
場
L

が
っ
何
々
村
外
何
カ
村
戸
長
役
場
L

と
役
場
所
在
地
の
町
村
名

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方ff~］度改IE第五節

町村会の活動状況表 68

明治18年明治16年

24 

41 

76 

106 

108 

議員総数

171 

280 

527 

664 

不詳：

開催

32 

43 

92 

119 

108 

議員総数

197 

357 

915 

1, 232 

1, 017 

開催

35 

43 

92 

122 

111 

郡

部

郡

郡

部

部

原

馬

石

護

入

菟

有

明

美

を
頭
に
ほ
域
内
の
町
村
数
を
表
示
す
る
方
式
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
明
治
十
八
年

一
月
二
十
三
日
、
新
た
な
戸
長
選
挙
法
が
布
達
さ
れ
た
。
選
挙
権
は

一O
歳
以
上
の

男
子
で
、
そ
の
区
町
村
に
居
住
し
、
そ
の
区
町
村
に
地
租
を
締
め
る
者
と
さ
れ
た
。

被
選
挙
権
は
年
齢
要
件
が
一

五
歳
以
上
で
あ
る
以
外
は
選
挙
権
の
要
件
と
同
じ
で
あ

っ
た
。町

村
会
議
員
お
よ
び
一
戸
長
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
と
も
、
地
域
の
選
挙
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
と
関
誌
を
直
接
つ
な
ぐ
悶
税
で
あ
る
地
租
の
綿
入
が
あ
ら
た

に
選
挙
資
格
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
は

判
村
会
議
員
の
選
挙
権
に
つ
い
て
は

資料.~兵路ff芸統計ー設」

居
住
し
て
い
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
地
秘
納
入
の
有
無
は
条
件
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
国
家
に
よ
っ
て
公
的
で
あ
る
と
位
絞
づ
け
ら
れ

日
比
や
町
村
会
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
規
則
に
よ
る
町
村
会
の
運
営
は
、
表
的
の
よ
う
に
郡
・
連
合
町
村
一
戸
長
役
場

近代・現代E歪史編N231 



区
域
内
・
村
内
と
地
域
の
規
模
に
応
じ
て
初
対
日
が
区
別
さ
れ
、
各
レ
ベ
ル
で
の
連
合
町
村
会
、
町
村
会
で
評
決
さ
れ
た
。
明
治

十
八
年
・
明
治
十
九
年
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
年
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
決
算
費
闘
の
衛
生
費
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

郡
連
合
町
村
会
の
議
員
は
、
一
戸
長
役
場
区
域
内
の
各
町
村
の
議
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
中
村
他
一
一
カ
村
一
戸
長

役
場
広
域
で
は
各
町
村
の
町
村
会
議
員
の
な
か
か
ら
、

八
人
が
郡
連
合
会
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
戸
長
役
場
区
域
内

の
連
合
町
村
会
に
は
、
議
員
、
が
す
べ
て
出
席
し
た
よ
う
で
あ
る
。

明治20年皮革主那簡易小学校支出決算

芸空 目 金額 備 考

学校後 149.内984 教員 l人，授業生 1人

会議~ 1. 950 連合村（墜那・小河）会議後

メ山込 計ー 151.934 

表
的
を
見
る
と
、
際
那
村
に
関
係
す
る
町
村
授
に
お
い
て
土
木
費
が
全

松
方
デ
フ
レ
下

の
地
域
逮
営

く
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

監
那
村
で
は
土
木
関
係
の

負担は，小河村36.058円際B日村98.i52内（総趨金li.14円）

資料：「箆JJB自治会文おJ

は
こ
の
と
き
公
費
で
あ
る
町
村
費
か
ら
区
分
さ
れ
、
私
費
と
さ
れ
た
町
村
協
議
授
に
移
さ

れ
た
。
す
べ
て
の
町
村
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
財
政
負
担
方
式
が
と
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、
明
治
十
八
年
度
以
昨
、
表
向
の
よ
う
に
町
村
費
中
の
土
木
買
は
大
栢
に
削
減
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
動
向
は
松
方
デ
フ
レ
下
の
燥
の
施
策
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

明
治
十
八
年
三
月
二
十
八
日
、
県
は
松
方
デ
フ
レ
下
の
窮
民
の
増
加
と
い
う
状
況
に
対
し

な

む

け

い

て
、
窮
民
取
扱
方
心
得
を
布
達
し
、
「
救
済
ノ
五
良
最
善
ト
為
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
慈
恵
者
ノ
力
事

a

、2レ

業
ヲ
起
シ
、
若
ク
ハ
職
芸
ヲ
授
ヶ
、
名
労
力
－
一
役
ス
ル
ヲ
得
セ
シ
メ
パ
二
ハ
以
テ
悶
利
公
益

れ

ん

ち

い

わ

ゆ

る

一
ハ
以
テ
救
助
ノ
実
ヲ
奏
シ
徳
義
廉
恥
共
ニ
相
寄
セ
ズ
、
所
謂
自
営
自
立
ノ
本
旨

ヲ
興
シ
、

ニ
適
ブ
」
と
述
べ
、
土
木
事
業
な
ど
を
興
さ
せ
て
貧
窮
者
や
椛
災
者
の
一
雇
用
を
創
出
す
る
こ

と
が
数
日
併
の
基
本
で
あ
る
こ

し
た
。
そ
の
際
、
こ
の
事
業
を
進
め
る
も
の
と
し
て
、

232 第一家近代夜明閣の神戸



郡部の自由民核運動と明治十七年の地方制度改正

明治17年改正以降の村袈の運用表的

明治20年度八部郡各村連合村袈決算

喜量 日 金額 備 考

Pl 
摂主コ主津義レ五蚕ラ郡関関連係係合費費勧な業ど会・共進会勧業費 108.360 

衛生投 55.090 

村主主欠損檎填 34.487 

会議後 14.467 

臨時会議費 14.865 都連合町村会会議費

if 計 227.269 

霊童Z詰関係後の内訳は，喜義務仕立資16.483円・3委主霊見習生派i宣霊堂35.4円。

明治20年度中村他11カ村戸長役場連合村袈決算

額 1

229~1421 うち，定緩小使 2 人70円
9. 700；連合町村会会議費

10. 191 1コレラ関係資

15. ooo Iうち，勧業世話掛給12円
53. 702 

312.仰 i

ご＂＂4手備金目

戸長役場設

会議費

衛生設

勧業技

都内連帯2空

昔十

明治20年度盤那村村袈決算

考

村総代読

会議費

衛生~

教育費

部内連帯夜 戸長役場連合町村資

近代・現代

設

A 
iコ

備

うち，総代手当18内

町村会会議費

E霊史編W

178. 734 計メ九
口

有
力
者
や
寺
社
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
町
村
会
な
ど
に
よ
る
救
済
合
行
う
こ
と
と
し
て
い
た
。

綴

円
41. 380 

1. 140 

2.800 

98. 752 

34.662 

こ
の
有
力
者
の
寄
付
な
ど
に
よ
る
土
木
事
業
は
、
実
際
に
は
町
村
の
指
障
の
下
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ

金日資

う
で
、
明
治
十
九
年
一
一
一
月
に
は
、
藍
那
村
と
石
井
村
の
間
の
道
路
部
撃
が
藍
那
村
惣
代
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
一
万
円
も
の
予

第五節

算
で
進
め
ら
れ
た
。
有
馬
郡
中
村
で
は
土
地
を
持
た
な
い
も
の
に
村
の
荒
れ
地
や
共
有
地
を
貸
与
し
て
、
桑
や
ミ
ツ
マ
タ
の
栽

233 

培
を
勧
め
て
い
る
し
、
明
石
郡
前
関
村
で
も
困
窮
者
に
開
墾
や
道
路
修
繕
な
ど
の
仕
事
を
与
え
る
よ
う
に
定
め
た
。
と
く
に
養



(1ド位．内）入部郡町村費支出の変化表 70

19 

4,463 

3, 108 

3,339 

1, 749 

8,828 6,641 8, 377 12,677 額総

蚕
技
術
の
習
得
お
よ
び
薬
栽
培
は
奨
励
さ
れ
た
よ
う
で
、
八
部
郡
中
村
外
一
一
カ
村
一
戸
長
役
場

区
域
（
山
悶
郷
）
の
有
志
懇
親
会
は
、
明
治
二
十

年
一
一
月
、
養
蚕
を
郷
社
の
境
内
で
試
験
的
に

18 

2,671 

2,058 

行
っ
て
み
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
八
部
郡
で
は
桑
苗
養
育
と
養
蚕
見
習
生
派

遣
が
郡
連
合
町
村
会
で
議
決
さ
れ
て
い
た
（
表
的
参
照
）
。

な
お
職
を
失
い
他
町
村
に
浮
浪
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
警
察
が
こ
れ
な
取
り
締
ま
り
、
本

（注） 明治16年度までは町村協；益E塁。
資料： r兵跨j思統計脅a

籍
地
に
送
り
返
し
た
。
酒
造
な
ど
産
業
が
発
達
し
て
い
た
菟
原
郡
で
は
、
浮
浪
し
て
い
る
者
の

数
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
『
神
戸
文
新
日
報
』
（
明
治
十
九
年
十
月
二
十
三
日
）
は
、
同
郡
で

「
乞
食
L

の
取
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
警
察
分
署
か
ら
本
籍
地
へ
送
還
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
救
済
と
と
も
に
、
他
方
で
住
民
が
貧
国
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
町
村
を
単
位
と
し

て
、
そ
の
住
民
の
倹
約
・
勤
勉
と
貯
蓄
を
す
す
め
さ
せ
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の

様
子
、
な
監
那
村
の
村
運
営
と
関
連
し
て
見
て
お
き
た
い
。

17 

3,445 

4,087 

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
村
は
、
区
町
村
会
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
町
村
会
と
町
村
内
独
自
の
会
議
の

明治16

致

;y( 
背

水

教

土

つ
の
会
議
に

よ
っ
て
そ
の
運
営
方
針
を
決
定
し
て
い
た
が
、
明
治
十
七
年
改
正
以
降
も
そ
の
形
は
変
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と

え
ば
薩
那
村
で
は
、
明
治
十
八
年
一
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
た
「
村
会
議
い
で
二
六
人
の
「
会
議
員
」
が
具
体
的
な
村
運
営
方
法
を

決
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
松
方
デ
フ
レ
を
乗
り
切
る
た
め
村
持
林
野
の
村
内
住
民
へ
の
分
割
、
昨
年
以
来
の
倹
約
の
遵
守
、

議
員
所
の
建
設
の
中
止
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。

政
府
・
県
指
導
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
松
方
デ
フ
レ
期
の
生
活
の
規
制
に
よ
る
倹
約
も
、
こ
の
会
議
に
よ
っ
て
決
定
さ

234 第一挙近代務明期の神戸



れ
た
。
ま
ず
村
内
で
お
こ
な
っ
て
い
た
欽
食
や
旅
行
に
関
連
す
る
講
の
縮
小
廃
止
が
議
決
さ
れ
た
。
伊
勢
講
が
年
四
度
か
ら
初

講
一
度
に
、

日
待
講
が
同
じ
く
年
四
度
か
ら
十
月
の
一
度
に
、
愛
宕
諮
が
年
一
一
一
度
か
ら
秋
講
の
一
度
へ
、
観
音
講
が
一
一
度
か
ら

一
度
へ
、
紙
陸
講
・
ト
キ
講
は
廃
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
村
社
の
春
秋
の
祭
は
廃
止
さ
れ
、
他
村
の
祭
に
い
く
こ
と
も
禁
止
と
な

っ
た
。
村
内
の
寺
で
あ
る
大
中
寺
で
の
虫
送
り
行
事
も
縮
小
さ
れ
た
。
祝
事
は
す
べ
て
廃
止
さ
れ
、
葬
儀
の
際
に
瀬
を
出
す
こ

と
を
禁
止
し
、
葬
送
に
つ
い
て
も
親
類
・
組
内
以
外
の
も
の
が
参
加
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

ま
た
若
者
組
の
処
年
講
も
廃
止
、

郡部の自由民権運動と明治十七年の地方制度改正

ま
た
若
者
組
や
友
人
が
集
ま
っ
て
溜
を
飲
む
こ
と
を
禁
止
し
た
。

さ
ら
に
た
め
池
で
魚
釣
り
を
お
こ
な
う
こ
と
ま
で
禁
止
し
た
。

こ
の
よ
う
な
町
村
の
共
同
体
的
規
制
を
利
用
し
、
こ
れ
に
対
す
る
指
導
監
督
を
強
化
し
て
松
方
デ
フ
レ
下
の
不
況
を
乗
り
切

る
と
い
う
政
府
・
県
の
政
策
は
、

い
ま
ま
で
以
上
に
緊
密
に
地
域
社
会
を
つ
か
ま
え
な
け
れ
ば
実
現
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
は
郡
役
所
｜
連
合
町
村
一
戸
長
役
場
の
専
務
能
力
を
拡
大
し
て
い
く
方
向
で
進
め
ら
れ
た
。

の
官
選
化
お
よ
び
権
限
強
化
に
よ
っ
て
、
専
門
的
に
職
務
を
遂
行
す
る
機
関
と
し
て
の
戸
長
役
場

郡
役
所
と
一
戸
長
役

場
機
構
の
整
儀

の
機
能
は
強
化
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
方
向
は
明
治
十
七
年
の
改
正
以
降
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ
た
。
明

治
一
一
十
年
五
月
末
、

八
部
郡
で
は
郡
吏
員
数
人
が
郡
内
戸
官
民
役
場
の
事
務
改
良
規
察
の
た
め
、
各
戸
長
役
場
を
巡
回
し
た
。
ま

た
有
馬
郡
で
は
、
同
年
に
は
郡
内
一
戸
一
口
氏
を
毎
月
一
回
郡
役
所
に
集
め
、
事
務
打
ち
合
わ
せ
の
会
議
を
定
例
化
し
た
。
一
戸
長
役
場

の
事
務
能
力
拡
大
を
前
提
に
、
政
府
は
人
口
と
土
地
所
有
に
つ
い
て
、
壬
山
中
一
戸
籍
お
よ
び
地
租
改
正
以
来
の
精
密
な
再
把
撞
を

進
め
た
。
松
方
デ
フ
レ
の
下
で
の
人
口
の
流
動
化
や
土
地
移
動
の
進
行
が
、

壬
申
一
戸
籍
や
地
租
改
正
に
よ
る
土
地
所
有
に
つ
い

第五節

て
の
調
査
の
不
十
分
さ
を
あ
ら
わ
に
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

壬
市
中
一
戸
籍
に
つ
い
て
は
徴
兵
事
務
の
遂
行
の
台
帳
た
り
え
な
い
と
致
府
に
よ
っ
て
も
指
擁
さ
れ
る
よ
う
に
さ
え
な
っ
た
。
そ
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美濃郡明石郡有馬郡武庫菟原郡入部郡自

雇

nu
ハU
A

U

4

i

A

－

1

1

1

1

1

 

主幹記

r
h
v
n
λ
υ

”Je
H

、υ
μ

、d

震

0
0
H
a
ζ
U
4
a

句
t

1

1

1

2

1

 

書記

勺
’

n
u
n
u
n－
句
d

1

1

 

震

ぷ

u
n
w
J
q
J

勾’

nu
ー

議言己

。δ
内

J
n
t
n
d
仰

J

雇

噌

A

a
品

I

A
仏

1
r
o
’b

1

1

1

1

1

 

言書記

0
0
0
0
0
0
ζ
υ
ζ
υ
 

雇

ζ

U

4

・
0δ

均

J
r
n
u

番記

4

・
H

D

H

3

4

・
4

・

年次

明治16

17 

18 

19 

20 

こ
で
政
府
は
新
た
に
「
明
治
十
九
年
一
戸
籍
」
を
作
り
、
こ
れ
に
基
づ
く
戸
籍
の
整
備
を

す
す
め
た
。
兵
庫
県
で
は
明
治
ニ
十
年
夏
か
ら
、
戸
長
役
場
に
よ
っ
て
戸
籍
の
大
改
正

が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
守
神
戸
叉
新
日
報
』
は
、
同
年
十
月
二
十
六
日
、
明

沼
郡
の
各
一
戸
長
役
場
が
戸
籍
下
調
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
た
。

土
地
所
有
の
調
査
は
、
明
治
十
九
年
秋
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
地
租
改

正
の
際
の
調
査
の
粗
溺
お
よ
び
脱
落
地
の
修
正
を
行
う
「
地
押
調
査
し
と
い
う
形
が
と

ら
れ
た
。
兵
庫
県
で
は
切
治
二
十
一
年
開
月
ご
ろ
に
土
地
台
娠
の
形
式
な
ど
に
つ
い
て

郡
区
長
会
議
が
行
わ
れ
た
。
有
馬
郡
で
は
同
年
九
月
に
戸
長
が
郡
役
所
に
集
ま
っ
て
土

地
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
、
市
域
で
は
こ
の
前
後
に
地
押
調
査
が
進
め

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

コ
γ
〈
新
』
は
、
業
譲
郡
で
八
月
は
じ
め
に
土
地
台
帳
が
ほ
ぼ
完

成
し
た
こ
と
を
倍
え
て
お
り
、
こ
の
頃
、
市
域
各
都
で
土
地
台
帳
が
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
次
に
郡
を
見
て
お
く
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
政
府
・
兵
庫
県
は
県
会
で

の
郡
会
設
置
や
郡
長
公
選
の
建
議
を
ま
っ
た
く
み
と
め
や
す
、
郡
を
自
治
体
と
し
て
で
は

資料： r兵庫県統計議」

な
く
、
県
の
行
政
機
関
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
方
向
は
松
方
デ
フ
レ
下
に

お
い
て
い
っ
そ
う
進
め
ら
れ
、
県
令
の
郡
長
へ
の
認
可
事
項
の
委
任
は
大
幅
に
拡
大
し

た
（
川
刊
頁
表
3
）。

ま
た
こ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
郡
役
所
の
下
級
吏
員
で
あ
る
コ
径
一
」

の
数
も
表
口
の
よ
う
に
噌
加
傾
向
を
示
し
た
。
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さ
ら
に
郡
長
の
任
務
で
あ
っ
た
租
税
収
納
に
つ
い
て
は
、
明
治
十
九
年
七
月
の
地
方
官
官
制
の
制
定
に
よ
っ
て
県
庁
内
に
収

分
暑
が
置
れ
た
。
市
減
関
係
各
郡
に
つ
い
て
は
、

税
部
が
確
立
し
た
の
に
と
も
な
っ
て
、
明
治
ニ
十
三
年
ま
で
に
は
郡
長
と
は
切
り
放
し
て
、
部
単
位
に
薩
税
分
署
お
よ
び
間
税

入
部
郡
は
神
戸
、
菟
原
郡
は
西
宮
、
有
馬
郡
は
一
一
一
泊
、
明
石
郡
・

明
石
の
、
そ
れ
ぞ
れ
夜
税
分
署
お
よ
び
開
税
分
暑
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
一
一
一
mm
お
よ
び
明
石
の
分
署
は
な
お

部
役
所
内
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
明
治
十
九
年
八
月
登
記
法
が
布
告
さ
れ
、
一
戸
長
役
場
が
お
こ
な
っ
て
い
た
土
地
・
建
物
・
船
船
な
ど
の
譲
渡
・
賀
入
の

郡部の自由民ifri運動と明治十七年の地方制度改正

際
の
公
証
が
治
安
裁
判
所
に
置
か
れ
た
登
記
所
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
譲
渡
・
質
入
の
契
約
を
結
ぶ
者
は
治
安
裁
判

八
部
郡
・
菟
原
郡
で
は
神
戸
治
安
裁
判
所
、
有
馬
郡
で

所
も
し
く
は
そ
の
出
張
所
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

は
同
一
ニ
悶
出
張
所
、
明
石
部
・
美
嚢
郡
で
は
明
石
治
安
裁
判
所
に
登
記
所
が
震
か
れ
た
。

郡
も
の
範
閥
の
登
記
帝
国
類
の
移
動

た
と
え
ば
明
石
治
安
裁
判
所
に
は
切
治
二
十
年
一
月
二
十
九
日
ま
で
に
戸
長
役
場
か

第五節

明治19年度八苦G郡各
村臨時聯合会成議録

写真 20

ら
登
記
書
類
が
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、

J
V〈
新
』
は
、

公
証
書
類
は
千
聞
を
こ
え
る
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
前
に
山
が

で
き
る
ほ
ど
の
並
と
な
る
だ
ろ
う
と
報
じ
た
。

さ
ら
に
地
押
調
査
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
租
税
の
収
取
の
基
礎
台

帳
と
な
っ
た
土
地
台
帳
も
、
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
の
土

地
台
帳
規
則
に
よ
っ
て
、
一
戸
長
役
場
か
ら
郡
役
所
の
所
管
に
変
更

さ
れ
た
。
こ
う
し
て
戸
長
役
場
は
、
土
地
登
記
お
よ
び
地
租
収
税

近代・現代
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に
つ
い
て
の
機
能
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
郡
は
、
官
僚
機
構
の
一
端
と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
住
民
の
連
合
体
的
な
性
格
が
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
郡
単
位
の
衛
生
・
勧
業
事
業
な
ど
は
重
要
性
を
憎
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
技
用
負
担
を
論

議
す
る
部
連
合
町
村
会
は
引
き
続
き
開
催
さ
れ
、

入
部
郡
で
は
明
治
十
八
年
か
ら
は
活
版
刷
り
の
予
算
案
お
よ
び
決
算
が
、
各

村
に
閲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
内
務
は
表
的
参
照
）
。
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